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は じ め に

近年、 日本は 超高齢社会と なり 、 認知症高齢者

は 増加傾向に あ る 。 認知症の 症状は 病型に よ っ

て 異 なる が 、 主な症状は 中核 症状と

（

： 心理・ 行動症状） に 大別さ れ る 。 中核

症状は 記 憶障害や 見当識障害など 知的機 能面の

低下が 分類さ れ 、 介護を 行う 上で 大き な負担に

なる 徘徊や 幻覚 など が に 分類さ れ る 。 認知

症に なる と 何も で き なく なる と 認識さ れ が ち だ

が 、 脳の 機 能面の 低下は 見ら れ て も 感 情面で の

低下は みら れ ず 、 介護を 行う 際に は 十分な配慮

が 必要と なる 。 そ う した 認知症者を 支え て い る

在宅介護者は 認知症に 対す る 知識不足に よ っ て

試行錯誤した り 、 要介護者か ら 目を 離せ ず 、

日々 の 介護に よ る ストレ スが 溜ま り や す い 環 境

に あ る と い え る 。 ま た 、 認知症や 介護に 対す る

社会的認識の 低さ など 、 周囲 の 協力が 得ら れ に

く い こ と も 介護者の 抱え る 問題の ひ と つ で あ る 。

本研究 で は 認知症者に と っ て 最も 身近な存在

で あ る 家族と の 思い 出の 想起 支援 を 行う 。 家族

介護者は 家族全員 で そ の 思い 出を 話題と して 語

り 合い 、 介護を ひ と り で 抱え 込む の で は なく 、

協力して 認知症に 前向き に 向き 合う 環 境作り を

支援 す る 。 ま た 、 あ る 思い 出に つ い て 認知症者

と 介護者の お 互い が 想起 で き ない 場合に は 社会

的事象や そ の 思い 出に 類似した 情報を 与え る こ

と で 失っ た 記 憶を 取り 戻す き っ か け を 提供す る 。

こ の よ う な支援 に よ り 、 認知症者は 記 憶を 取り

戻せ 、 家族介護者は 認知症者と の 会話や 家族ど

う しの コミ ュ ニケー ショ ン を よ り 活発に す る こ

と が で き る 。

研究 動向

現在、 携帯電話など モ バ イ ル 機 器 や イ ン ター

ネットが 発達して お り 、 こ れ ら を 利用した 支援

が 注目さ れ て い る 。 例え ば 、 写真に よ る 移 動ナ

ビ ゲー ショ ン システム や 遠隔 対話支援 システ

ム など が あ る 。

① 写真に よ る 移 動ナビ ゲー ショ ン システム

従来の 地図を 用い た 移 動ナビ ゲー ショ ン は 、

道順を 覚 え ら れ ない だ け で は なく 、 方向感 覚 や

移 動に お け る 目印 の 認識など が 難しい 認知症者

に は 有効で は ない 。 写真や ア ニメ ー ショ ン を 用

い て 強調し明示す る こ と で 公共機 関 の 利用手順

や 経路の 把握 が 容易 と なる 。

図 移 動ナビ ゲー ショ ン の 例

② 遠隔 対話支援 システム

電話を 用い る こ と で 遠隔 か ら で も 思い 出の

写真や ビ デオの 表示を 可能と なり 、 在宅で の 回

想法や 対話を 行え る 。 施設に 通う 必要が なく 、

在宅で の 対話に よ っ て 精神的な安 定を 図れ る た

め 、 介護者の 負担軽減に なる と 考え ら れ る 。

図 遠隔 対話支援 システム の 例
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こ の よ う な情報技術を 用い た 認知症者支援 に

共通す る 点は 、 自立した 日常生活を 送れ る よ う

に 支援 を す る と い う こ と で あ る 。 認知症者が 自

立した 生活を 送る こ と が 可能に なれ ば 、 介護者

へ の 負担の 軽減に 繋が る と 考え ら れ て い る が 、

実際に は 介護者支援 と い う 目的で の 研究 は 数少

ない 。 従来の 研究 で は 、 在宅介護の 否定的側面

ば か り に 注目し、 認知症者の 介護者は 非認知症

者に 比べ 負担感 が 高い と さ れ て い た が 、 最近で

は 家族介護の 価値や 意 義 に 肯定的側面か ら の ア

プ ロ ー チが 必要と さ れ て お り 、 研究 例も 出て き

て い る 。 介護は 誰も が い ず れ 通る 道と して 受

け 止め ら れ て い る 一 方で 、 そ の 負担の 大き さ に

消極的に なっ て い る こ と が 家族介護の 現状で あ

る 。 社会制度と して の 支援 体制の 整備と と も に 、

支援 す る システム の 研究 開発が 急 が れ る 。

システム 概要

本研究 で は 写真を 思い 出想起 の トリ ガー と し

て 利用す る 。 写真は 認知症者に と っ て 視覚 的に

理解で き 、 家族で 会話を 始め る き っ か け と なり

や す い と 考え ら れ る た め で あ る 。

ユ ー ザ（ 認知症者、 家族、 あ る い は 介護者）

が 写真と そ の エピ ソー ドや 場所、 時期 など の 情

報を セットに して 写真情報デー タベ ー ス（ ）

に 登録して お く 。 写真を 枚選択す る と 、 選択さ

れ た 写真の 情報は 、 システム は そ の 写真に 関 す

る エピ ソー ド、 場所、 時期 の 順番で ユ ー ザに 提

示す る 。 こ れ は 、 自分自身が 経験した 内容や 繰

り 返し行っ た 行為 の 記 憶は 比較 的長く 維 持さ れ

る た め で あ る 。

認知症者に と っ て 登録さ れ た 情報を 見る だ け

で 詳細な思い 出を 想起 す る こ と は 難しい と 予想

さ れ る 。 ま た 、 介護者も そ の 写真に 関 す る エピ

ソー ドなど を 記 憶して い る と は 限ら ない 。 そ こ

で 、 想起 に 役立つ 情報と して 、 関 連す る 社会的

事象の 推薦や 類似した 情報を 持つ 登録済みの 写

真を 表示す る こ と で 想起 支援 を 図る 。 事象 に

登録す る 内容は 、 時期 が 近い 社会的ニュ ー スや

認知症者の 趣味に 関 係す る 情報など の 、 思い 出

想起 に 効果が あ る と 思わ れ る 事象と す る 。

以 下に システム の 利用方法を 示す 。 ま た 図 に

本システム の 構成イ メ ー ジを 示す

① 写真に 関 す る 場所や 時期 、 エピ ソー ドなど

の 情報を 登録す る 。

② 選択さ れ た 写真の 情報を 提示す る 。 登録さ

れ て い る 情報だ け で は 認知症者の 思い 出想

起 に 不十分で あ る 場合に は 、 同じ 場所や 同

じ 時期 の 写真など の 、 類似した 情報を 持つ

写真を 提示す る 。

③ 認知症者と 介護者の 両者が 記 憶して い ない

写真が あ っ た 場合、 ま た は 思い 出想起 に 有

用で あ る と 判断さ れ る 事象が 存在す る 場合

に は 、 事象 に 問い 合わ せ を 行う 。

④ 問い 合わ せ を 行っ た 結果を 推薦す る 。

⑤ 写真の 場所や エピ ソー ドの こ と 、 推薦さ れ

た 事象に 関 して 家族全員 で 語り 合い 共有す

る 。 新た な思い 出が 想起 さ れ た 場合に は 、

そ の 内容を 写真情報 に 追記 す る 。

図 本システム の 構成イ メ ー ジ

あ と が き

今回は 、 写真と こ れ に 付随す る 情報を 用い

て 認知症者と 家族介護者の 思い 出想起 を 試み

る システム を 提案 した 。 選択さ れ た 写真と 情

報が 類似す る 写真や 社会的事象を 推薦し表示

す る こ と で 思い 出想起 を 支援 し、 こ れ ら を 話

題と す る こ と で 家族間 の コミ ュ ニケー ショ ン

の 活発化が 期 待で き る 。

今後は 実際に 家族介護者と 相談を 行い なが

ら 構成の 見直し・ 改良を 重ね 、 こ の システム

の 有効性を 検討す る 。
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